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総合オンライン授業「他国から見る沖縄①」 

９月３日（金）３限目（１１：２０～１２：１０）２年生（３１９名）を対象に、ゲストティー

チャーと木本健太郎氏による「他国から見る沖縄①」を開催しました。今回は岐阜県に緊急事態宣

言が発令されたため、生徒は自宅からオンライン授業にウェビナー形式で参加してもらい、最後に

ワークシートを提出してもらいました。今回のゲストティーチャーは、20 年以上アメリカに在住、

メディアや音楽、教育などの仕事に携わってきた現ＩＳＡ副社長でもある倉橋 力氏、中国の 3 都

市（青島、上海、深セン）に 6 年間駐在経験のある廣瀬 勇人氏のお二人に参加頂き、他国から見

た沖縄について話していただきました。 

 

はじめに 

沖縄は中国からの軍事的圧力の最先端にあり、まさに今私たちは沖縄を取り巻く状況について真

剣に考えなければいけません。地図を見て分かるように、沖縄本島、沖縄県石垣市の尖閣諸島、台

湾、香港はとても近い位置にあり、中国の台湾や香港への圧力や、尖閣諸島周辺を頻繁に通過する

中国海軍の脅威にさらされています。 

このような状況の中、沖縄にある米軍はアジアの安全保障・平和に非常に重要な位置にあり、米軍

基地の必要性、賛成・反対について探求していくために様々な視点から考える必要があります。 

探究を通して、世界と地域の課題を解決するための方法を考える時に、何よりも大切なことは「多

様な視点を持つこと」。そのために、アメリカからの視点、中国からの視点のお話を聞いて考えて

みましょう。 

 
 

テーマ① 日本とアメリカ・中国の違い 

近年、中国経済はアメリカに迫る勢いで急速に拡大し、軍事力も増して、沖縄や台湾などアジアに

侵攻してきています。そんな国がすぐ近くにあることを意識して考えてみましょう。 
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アメリカ視点（倉橋氏） 

：人種や文化などの多様性に対しての理解が

アメリカは多い。アメリカに住んでいる人も

多種多様で、全員ではないが、お互いに認め

合っている人が、日本より多い。アメリカは

中国と真逆で、納得できなければ従業員もボ

スに意見することが普通。 

中国視点（廣瀬氏）： 

日本は島国、中国は大陸。日本人は単一民族で言

葉がひとつだが、中国は多民族で言葉も違う。そ

のため、大声で主張しないと伝わらないから大き

な声で話す中国人が多い。中国は社会主義国で、

国が決めたことがすべて。多様性は認めるが、ボ

ス（ラオパン）に従う意識がとても強い。 
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テーマ２ 沖縄米軍基地に賛成か反対か～アメリカと中国の立場から～ 

野望をもつ中国から日本やアジアを守るために、沖縄の米軍基地はとても重要。アフガニスタンか

ら米軍が撤退したことで、現在情勢がとても不安定になっているが、そのような状況も踏まえて沖

縄の基地について考えてみる必要があります。 

 

テーマ３ グローバル社会で活躍するために生徒たちへメッセージ 

現在はコロナで海外に行けない状況だが、今後も海外と繋がらず生きていくことはできません。グ

ローバル社会で生きていくために必要なことは・・・ 

 
 
 

まとめ 

世界と地域の課題を解決するために

大切なことは、多様な視点をもつこ

と、相手の話を聞いてみて相手に共

感すること、三方良し（日本、アメ

リカ、中国の全員にとって良いプラ

ンを考える）こと。誰か一人だけが

得するのではなく、皆にとって良い

プランを考えることが大切です。 

ワークシート 

 
 

  

アメリカ視点（倉橋氏） 

：賛成。アメリカ、日本だけでなくアジア、

近隣諸国の視点で見ると、沖縄の基地は政治

的な意味を含めてすごく重要である。 

中国視点（廣瀬氏） 

：中国側の意見とすると、中国は領土を広げてい

く野望がある国。中国から見ると、台湾や香港な

どへ領土を広げようとすると、沖縄にある米軍は

とても邪魔で、嫌な場所にある。 

倉橋氏： 

グローバルに飛びだしていくことはとても勇

気がいる。言葉の問題もあるが、慣れた環境

から出ていくことは怖い。しかし、外に出て

新しい人と話してみる、新しい刺激を受けて

みる、好奇心をもってチャレンジしてみるな

ど、今までと違うことに挑戦することが多様

性への理解の第一歩。 

廣瀬氏： 

「バタフライエフェクト：地球の裏側の蝶々のは

ためきが反対側でハリケーンを起こす」。一見関

係のないことがつながって、自分の知らない、気

づかないものも自分に繋がっている、そういうと

ころに好奇心を持つこと。変わることは怖いこと

だが、逆に変化を楽しむ、変化を楽しみにいくこ

とが大切。チャレンジが大切。変わることを恐れ

ないで、むしろ変わることを楽しもう。 
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